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名古屋大学 中村研究室では，アニオン欠陥を制御することで，高電位で動作するリチウムイオン電池正極の創製を目指しています．この高電位正極を分子結晶電解質で動作させることを目的に，分子結晶電解質を用いた固体電池のノウハウを有している東京大学 一杉研究室を訪問し，分子結晶電解質の扱い方を学びました．
実際の実験では，中村研究室で作製した合材電極を一杉研究室に持ち込み，小林 成先生ご指導の下，この合材電極上に分子結晶電解質を塗布し，固体電池を作製しました．
今回の留学では，分子結晶電解質の扱う時のコツなど体得することができました．得たことを中村研究室に持ち帰り，まずは，中村研究室でも分子結晶電解質を用いた固体電池を動作させることを目指します．
最後に，本留学の機会を与えてくださった一杉先生，ご指導いただいた小林先生，普段の実験の様子を見せていただいた青田様，留学の手続きなどを対応いただきました齊藤様に深く感謝申し上げます．
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AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]
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